
京都支部 同好会・CNW リーダー会実施報告書                 事務局 中西 

１，日時 2026 年 3月 22 日（日）  

リーダー会議 14 時～16時 

懇親会    16:30～18:00 

２，出席者 会議 19 名、懇親会 12 名 

文末に記載  

３，内容 

１） 写真  会議と懇親会です 

 

 



 

 

懇親会 

 



 

 

 



 

 



 

 

２） 事務局報告含む＜依頼＞ 

 ・会員数増加に関する取り組みについて 

 ・栄寿会だよりカラー化継続について 

 ・栄寿会ホームページ活用について 

＜ゴルフ同好会・散策・植栽同好会・囲碁同好会・北陸ゴルフ同好会ご活用宜しく。（提

案；計画・実績など事務局送付頂き Update）＞ 

 ・CNW、同好会の活動報告について＜毎月の活動があった月の月末（翌月第 1 週目）までに、実

施報告書を EKO 事務局宛てにご提出いただけますよう、是非、皆さんご理解・ご協力をお願

いします＞ 

 ・ルール面レビュについて 昨年と同様 

 ・CNW補助地域ブロック以外での活用の件 

 ・地域ブロックリーダー体制の変更の紹介 

 ・リーダー手当の今後・・27 年度以降のリーダー手当は、前年活動のある同好会・地域ブロックに次回

リーダー会にて支給すること。不支給リーダーであっても、期中に実績があり次第、支給すること。 

 提案理由）実績の有無にかかわらず手当を支給するのは適切ではないとおもわれることから提案 

・栄寿会 入会増加に向けて協力依頼について 

＜現役の人は栄寿会の認知は低い。関心は退職後のセカンドライフ。 

 栄寿会への勧誘の 1 つとしての、皆さんのセカンドライフ（退職後の生活）を現役（主に退職を迎え

る方）紹介し、栄寿会の関心を高めていただく動きをしたい。ついては、セカンドライフで何か面白いことを

している人についてご紹介をお願いします。＞ 

３） リーダー報告 

①ゴルフ同好会・・リーダーから送付いただいた内容を紹介 



②写真同好会・・メンバー７名 メンバーの自信作を提示し、１位を決め HP のトップページに

掲載。 

③てっちゃんの会 

メンバー ８名 クラブハウスで 2回/年 開催 

会員以外も多数参加。今年度は鉄道に関わる生演奏などあり、盛況 

④滋賀B 

昨年は未実施。今年は実施したが、メンバー40 名に対して、参加可否の回答は 6名程度 

高齢の方はメールをご覧にならない状況かと。対応検討必要。 

⑤囲碁 4名〈内 1名入院中〉 1回/月 稼働 

⑥北陸B 

 ２回実施。健康な方は歩いている。 

⑦山歩き 

リーダーを引き継ぎ、後任が不在であるが、毎月活動継続中。 

⑧食祭 

 メンバー 32 名 活動は 10名ほど。4月計画中 

⑨PC同好会 

 年 10回開催（夏と冬の厳しい時期は休会）今年度は AI をテーマに！ 

 HP は専門性のある言語で構成しているが最近は AI で対応もあるようだ。 

 リーダーの後任問題はある 

⑩京奈三B 

メンバー1名引越ししたが継続参加 

メンバー輪番制で企画している。メール返信が無い状況が増えているのでお往復はがきを利用し

ている 

⑪長岡京地区①ブロック 

昨年は実績なし。今年は、企画し実施。高齢化の影響は大きい。 

近況共有自体でも有益と考えた。 

⑫長岡京地区②ブロック 

 21名であるが,1/3 は音信不通。 

 企画したが、うち 5 名が体調の面で不参加。CNW活動は実施しているもののメンバーの高

齢化の影響はある 

⑬大阪･神戸・岡山・広島 B 

実施できてない。エリアが広いことが大きな原因。 

経験則であるが大阪で企画しても、京都の方の参加は極めて低い。 

⑭向日市・大原野・洛西・亀岡 B 



イベントへの参加などアンケート収集を実施。（往復はがき） 

平日は仕事をしているため平日の参加は厳しい、また、休日は休みたい 

など会員ごとに事情に差がある 

現役継続組と高齢組とグループを分けるのも策と思われる。 

⑮散策同好会 

リーダの後任はいない。次年度を同好会活動最終として企画を行いたい。 

４） その他 

CNW補助制度について、ブロック活動以外で活用する場合の運用面で課題がある。 

  CNW補助前提で企画するが、補助を取得済だと参加費を決められない。 

  CNW補助を受けているか管理体制の手間がある 

  ＝＝＞運用面は京都支部にて再考し PR する。 

           既に計画している企画は現状のまま進めることとした。 

以上 

 

 

 

 

 

 

参加者は以下の通り 

 



 

 


